4コマ漫画を用いた作文課題 : 初級学習者の作文教育の一例として by 大石 茜
4コマ漫画を用いた作文課題 : 初級学習者の作文教
育の一例として
著者 大石 茜
雑誌名 日本語教育実践研究論文集
巻 平成27年度
ページ 80-90
発行年 2016-02
URL http://hdl.handle.net/2241/00146108
4コマ漫画を用いた作文課題(大石)
ヰコマ漫画を用いた作文課題
-初級学習者の作文教青の一例としてー
大忘茜
{要旨} 初級の日本語学習者が、文章全体の構造やまとまりを考えた作文を書くための課題として、
4コマ漫画を使った作文の課題を試みた。一番文字数が少なく、作文を負担に感じていたと思われる
学習者でも、 3回の課題を通して他の学習者と同じ量の作文が書けるようになっており、書き手の負
担を軽減した作文課題となったと考えられる。また、選ぶ漫画によって、課題の難易度の調整や、既
習項毘の復習を兼ねることが可能であるほか、ストーリーの大筋が決まっており、かつ、落ちのある
4コマ漫画を説明する課題は、文と文を関連づけ、全体としてまとまった作文へと学習者を導いてい
くイ頃向があることがづ士カ亙った。
{キーワード]4コマ漫画、作文教育、初級学習者、文章の構造、文章のまとまり
1. はじめに
既習の文型や諾棄の少ない初級者に、どのような作文指導を行うべきであるか、これまでにも様々
な議論がなされてきた。初級者の作文は、文字練習や文型練習、語葉習得のための単文が多くなりが
ちであることが問題視されており、文と文を関連付けまとまりのある文章へと仕上げる練習を臣的と
した作文課題が試行錯誤されている(中川 1992、藤森 2005など)。藷谷(1990) が述べているよう
に、作文は本来、自己表現の一つであり、初級の学習者であっても、作文を書くことは、自由な表現
の習得過程であることが望ましい。しかしながら、自由な作文は、初級者にとって非常に負担が大き
い。負担を軽減しながら、まとまった作文を書く教材の工夫が求められている。自己紹介や母国の紹
介、日記といった作文は、初級の学習者にしばしば課される課題で、あるが、自分が主語となる作文以
外に、初級者でも書きやすい作文はないのだろうか。
今回筆者が着目したのは、 4コマ漫画で、ある。すでに大まかなストーリーができあがっているため、
書き手の負担を軽減でき、かつ、想像力を駆使して自由に脚色することが可能である。初級の学習者
でも書きやすい作文の題材が増えることは、その後の中級、上級で求められる、形式的なレポートや
難しい話題の作文への接続の一つのステップにもなるのではないだろうか。本稿では、日本語教師養
成課程の実習の一環として筆者が行った、 4コマ漫TIDを照いた作文教育について論じる。
2.実習概要
筑波大学の日本語教師養成課程の必修科目「日本語教育実践研究じでは、留学生の日本語のクラ
スで実習をおこなっている。筆者は、 2014年度秋学期 (2014年 10月 1日'"'-2015年 2月 6日)に、 f日
本語予備教育コースjで授業を担当した。予備教育コースは、 SituationalFunctional Japanese (以
下、 SFJ)を主要なテキストとする、初級学習者のクラスで、 75分を Iコマとする授業が 11=に4コ
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マ(合計で週に 20コマ)実施される。当該学期には、毎日、 1時間百は漢字学習の時間、 4時間自は、
日本文化・日本事情学習の13寺i習が設けられており、 2、3時間自に主教材を用いた学習が行われてい
た。 SFJの l課分の学習は、平均して1.5週かけて行われていた。実習を行ったクラスの学生は、い
ずれも東南アジアJ土i身の 4名である。来日時の!ヨ本語力は、若干の違いは見られたものの、極めて初
歩的な段階にあった。そのため、コースは、ひらがな、カタカナの学習から始められた。日本語を学
習する以前、出身国においては、漢字へのなじみはなかった。 4名のうち 3名は、母国で、教育に携わ
っていた。
コースの主教材である SFJはコミュニカティブアプローチをとっており、会話l宇心のテキストで、あ
るため、書き言葉の習得のためには補助教材が求められていた。しかし、当該学期の時間割に作文が
組み込まれていなかったために、実習として作文教育を行った。このクラスで、 4コマ漫画を使った
作文の課題を 11月 10日、 12月 22呂、 l月初日の 3@行った。
3.課題の概要
題材として使う 4コマ漫画は、英語版のサザエさんを選んだ。『文庫版対訳サザエさん』の中から、
統習の文型や語葉を用いて作文できそうな 4コマ漫画を探し、漫画のコピーと罫線をヲ|し 1たプリント
を作成した。
3. 1 題材の選定
4コマ漫画は、短いストーソーであり、かつ、イラストであるため初級の学習者で、も内容を読み取
ることが比較的簡単である。日本の日常生活に近い話題で、英語版の出ている漫画であることから、
サザエさんを題材とした。日本語の原文の漫画では、未習の語棄や省 1各した表現が多く初級者には読
解が難しいことや、 iヨ本語の原文を見た際の、学習者の使用語葉への影響力を考慮し、英語版を用い
ることにした。英語版の表現はシンフ。ノレで、わかりやすく、また、このクラスの 4名の学習者は、日常
会話程度の英語は問題なく運用できた。
3. 2 課題の内容
課題の内容は、 4コマ漫磁のストーリーの説明と、その後の展開を、学習者の想像力を使って自由
に紳色して書く、というものである。短いエピソードがあらかじめ描かれているため、ストーリーを
全くの白紙から考えるほど負担は大きくない。モデル文を見ずに告らの書きたいことを書く課題とす
るため、テキスト (SFJ) は参照不可とし、辞書のみ使用を認めた。制限時間は設けず、期日までに
宿題として持ち帰って蓄いてきてもらった。課題を渡す際に、 5分程度英語で課題の説明をし、漫画
の大まかなあらすじを確認した。作文の課題として使用したのは、下記の 4コマ漫画で、ある。
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図2:課題② 図3:課題③
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3. 3 課題の添削・フィードパック
添削は、①既習文型・詩嚢の間違い②未習の文法・語棄の間違い③より相応しい表現の言い換え④
ょいところ、の問項lヨで色分けして書き込んだ。@ょいところ、は、既習の文法が適切に使えている
文の他に、文型や語棄の潤違いを含んでいても、長い文章や接雑な言い回しに挑戦している部分にも
つけた。①既習文型・語集の間違いの中から、典型的な開違いや皆にフィードバックすべきだと思わ
れた間違いには、印だけつけ、正答を書き込まず、別紙のプリントを用意した。プリントには、間違
った文を印刷し、授業で、クラスの皆で正答を考える取り組みとした。添削したコメントの分からな
い部分は、返却時に質問してもらい、補足した。
課題にかかった時間、辞書の使用回数、難易度のアンケートを課題と一緒に渡した。フィードパッ
ク後に、アンケートをもとに簡単なインタビューを実施し、より適切な課題の選定のための参考資料
とした。
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4.作文課題の負担
まず学習者の書いた作文の文字数を確認してみる。
600 
500 
400 
300 
200 
100 。
出動幽Aさん
山む""，Bさん
凶齢幽Cさん
回炉Dさん
???
???
?
?
?
? ?
?
課題① 課題② 課題③
グラフ 1:作文の文字数
Aさん Bさん Cさん Dさん
襲撃課題① 箆課題② 魁課題③
グラフ 2:作文の行数
この 4 コマ漫画の課題は、学習者が 330~530 字程度の作文を書くことを可能にしている。使用し
た行数を確認してみると、上記のグラフのようになった。作文用紙として渡したA4サイズのプリン
トには、学習者の文字の大きさを考慮して 21 行の罫線をヲ i し、ておいた。{吏用した行数は 11 行~20
行であり (タイトノレで、使用した行数は除く)、全員が用意した作文用紙の半分以上を使って作文を書
いている。 使用した行数を平均してみると、行数の 80%を埋める作文を書いていることが分かる。
必ずしも、回数を重ねるごとに全員の文字数や行数が増える訳ではなかったが、 Dさんだけは、文
字数・行数共に右肩上がりであった。最初]の課題で一番文字数も行数もの少なく、また 31豆iの課題の
総文字数、総行数においても一番少ない Dさんは、 4人の学習者の中で、書くことに一番負担を感じ
ていたと考えられる。しかし、 3回目の課題では、他の学習者に近づく量の作文が書けるようになっ
た。課題③の文字数は、他の学習者と間程度の約 400字となり、行数も、 65%を超えた。 Dさんの作
文がこのような伸びを見せたことは、書くことが苦手な学習者ほど、 4コマ漫画によって作文への負
担を減少させる効果がある可能性がある。
さらに、この課題にどのくらいの時間や手間を要したのか、所要時間と辞書の使用回数を見てみる。
所要時間 辞書の回数
課題① 課題② 課題③ 課題① 課題② 課題③
Aさん 2時間半 11寺田7 11寺間半 16回以上 1---15回 6~101ヨ
Bさん 2時間半 1時間 ]時間半 11 ~15回 1---15!EJ 11'"'-'151EJ 
Cさん 2時間 1時間 1時間 16田以 l二 1---15!EJ 6~10回
Dさん 2時間 1時間20分 40分 16回以上 6~10回 1 ~51ED 
表 1:所要時間と辞書の使用i互l数
一回目の課題で、は全員が 2時間以上かかっているが、 40分から 1時間半程度へとi時間数は減って
し、ったことがわかる。辞書の使用回数は、 12_C)つの選択肢を用意し、 16@以上、 1から 151互!、 6から
10 @、 lから 5回、から選んでもらった。表からわかるように、辞書の使用回数は全員共通して減少
している。ここでも、 Dさんの所要時間と辞書使用の回数の減少は顕著である。ただし、フォローア
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ップインタビューから、課題提出の自に朝寝坊し、急いで課題を書いてきたと述べていたため、時間
がなかったために所要時間と辞書使用の回数が少ないという背景もある。
全体として、所要H寺問や辞書の使用頻度は減ったが、文字数が比例して減少していないことから、
まとまった量の作文課題に取り組ーむ際の負担が軽くなっていったことが伺える。 3屈の課題を経て、
学習者たちは、l時間前後の時間で辞書を 10回前後使用し、400字程度の作文を書けるようになった。
ただし、各作文課題の間は一ヶ月ずつあいており、その間に日本語能力も上がっているはずである0
4コマ漫画の作文を定期的に課した成果なのか、学習者の日本語能力が反映されているだけなのか、
ここでは判断できない。
5.意図した既習項目と作文の難易度
各課題の 4コマ漫画は、既習の項目を使用する機会となるよう考慮して選定した。意図した内容と
実|擦の作文で使用された表現の相違を確認してし 1く。
5. 1 課題①
課題①を実施した13寺期は、 SFJの第 6諜が終わり、第 7課を学習中で、あった。選択した漫画は、ク
リスマスプレゼントを二人の少女が交換し、母親に叱られるというストーリーである。一人は靴がほ
しかったのにキャンディーをもらい、もう一人は、キャンディーがほしかったのに靴をもらったため、
交換した。「あげますJIもらいます」という、約 1か月前に第 3課で習った表現が使えるようにと意
図し、この漫画を選択した。
実際に、「あげますJIもらいますj両方を使って作文をしたのはCさんのみ、「あげますjのみ使
用したのは 3さん、「もらいますJのみを{吏用したのは Dさんで、 Aさんはどちらも使っていなかっ
た。
5. 2 課題②
課題②の実施時期は、 SFJの第 9課が終わり、第 10課を学習中であった。渡した課題の漫画は、
フ。ーノレに行ったが水不足で、使えなかった少年が、銭湯に遊びに行くことを思いつく。それを察した風
呂患の主人は先回りし、銭湯をプール替わりにしないよう止める、というストーリーである。 I~ し
ないでくださいJという、直前の第8課で習った禁止の表現を使えるように題材を選んだ。
実際に、 Aさん、 Bさん、 Cさんは禁止の表現を使って作文を書いていたが、 Dさんは使用していな
かった。
5. 3 課題③
課題③は、第 12課がほぼ終わり、試験期間に入る時期に行った。課題の漫画は、友人宅で、料理
番組で紹介されていた残り物を使ったレシピをメモし、さっそく試そうと患ったが、残り物が全く出
なかった、主いうストージーの漫画である。既習となった第 9 課 r~のでj 第 10 課 1"'-' を試すJ 第
1 課 1"'"と思うJの使用を意図し、また、下記に述べるが、学習者の文化的背景に配慮してこの漫
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闘を選択した。課題①②のように lの既習項目に特化するのではなく、いくつかの既習表現を使用で
きるように考慮した。
実際には、 r~を試すJ A さん、 r~ と思う J A さん、 B さん、 r~ので」は C さんが使用し、 D さん
はどの意図した項目も使用していなかった。
漫画の選び方次第で、学習者に既習の文型を使う機会を与える事は可能であるが、必ずしも全員に
意図が伝わる訳ではなかった。使うべき文型や表現をあらかじめ指定することも可能だが、自由作文
に近い形で作文を課したい場合、どこまで学習成果をこの作文の中に組み込むか、難しい。
5. 4 学習者にとっての難易度
3回の作文のうち、どの作文が一番難しかったかを尋ねたところ、 2人が課題①のプレゼントの作
文、 1人が課題②の水泳禁止の作文、 1人が課題③の料理の作文と答えた。
課題①の作文が難しかった理由について、フォローアップインタビューしたところ、「お祈り jや
「神様」など、宗教に関わる未習の語棄をたくさん使う必要があったため、難しかったということだ
った。子どもたちがクリスマスにプレゼントをもらったエピソード、という程度iこ思っていたが、こ
のクラスでは4人中 3人がムスリムの学生であり、宗教に関わるエピソードを書く|擦には、宗教に関
わる語棄が必須のものであったようである。既習の文法や語葉を使いやすいと想定した点は適切であ
ったが、このように未習の語葉を使わないと書けないものとして学生に受け取られた点では、このエ
ピソードは適切で、なかったと言える。
課題②の作文が難しかった理由については、母国には銭湯がなく、プーノレが使えない1寺になぜ銭湯
に行こうとしたのかがあまり理解できず、作文にすることが難しかったという。日本独特の文化表象
の出てくるストーリーの場合、課題を渡す際にもう少し説明が必要だったと言える。日本文化に関す
る知識の有無によって課題の出来が変わることのないよう配慮が必要で、あった。
課題①と課題②の作文の難しさとして挙げられた、未習の語葉の必要性と E本独特の文化的背景に
気をつけて、課題③の課題を選択したつもりであった。しかし、この課題③が一番難しかったと答え
た学生がし 1た。その理由を尋ねたところ、話が完結しすぎていて、ストーリーをどのように膨らませ
るか思いつくまで、に時間がかかった、ということだ、った。一方で、屈を追うごとに既習項目や既習語
葉が増えるため、作文が容易になっていくという意見もあった。
どの漫画の作文を難しいと感じるか、また、難しく感じさせているものが何か、ということは、学
習者それぞれであった。もちろん難しいことが必ずしも悪いわけではない。テキストには載っていな
い素材を使った課題で、あるため、多少の未習の語葉や知識は必要とされる。辞書を使ってみたり、ま
た、書きたいことをどのように既晋事項を使って表現するかを考えることは、難しくとも、学習者に
とって意味のあることでもある。どのような難しさを課すのかは、課題の到達目標や評価基準をどこ
に置くか、という点と共に考える必要があり、それによって選ぶべき 4コマ漫画も変わってくる。
5. 5 選定の意図と難易度
どのような 4コマ漫画を課題として選定するかによって、学習者から引き出せる日本語に変化があ
??
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り、また、作文の難易度も変わってくる。諜題①の「もらいますJrあげます」や、課題②の禁止の
表現は、全員の作文に見られたわけで、はないが、それらの日本語を使用する場面を設定した作文とし
て有効に使える可能性がある。また、使ってほしい語棄や文法だけを気にして題材を選ぶと、漫画の
含んでいる日本の文化や、学習者の母国の文化との差異を見落としてしまい、文化的側面が、作文の
出来に影響を与えてしまうことがわかった。文化的な要素を軽視して題材を選ぶと、課題①のように、
予想以上に辞書に頼った作文となってしまい、学習した日本語を実践する機会としての自由作文、と
いう主旨からも離れてしまいがちである。しかし、そうした文化的側面に注意を払って選んだ課題③
の作文では、意図した文法項|ヨや語棄を上手く引きだすことができなかった。漫画を選ぶ擦に、{可を
どの程度重視して選択するのか、そのバランスには考慮が必要である。
6. 4コマ漫画の効果
初級者がしばしば作文することになる自己紹介や母国文化の紹介では、時系列が問題にならないた
め、単文を羅列する作文になりがちである。また、時系列が関わってくる日記のような作文では、そ
の日の出来事を過去形や感情表現を使って順番に並べていく作業になりがちである。 4コマ漫闘がそ
れらの作文と大きく異なるのは、 4コマのストーリーに、落ちがあるという点である。そのため、ス
トーリーを説明するi擦には、持系列ごとに説明することに加え、落ちに至る(ちしくは至った後の展
開についての)因果関係や理由を述べることが必要となる。
下記は、各学生の書いた作文の大まかなあらすじと、使用された指示詞、接続詞、時系列を表現す
るのに使用された語棄をまとめたものである。各課題の上段にあらすじを記し、下段に指示誌等を示
す。詩嚢の後ろの()の中の数字は、被数回使用された際の回数である。
諜 片思いの少女が、クリスマスプレゼントを気に入らなかったことを知った少年
題 は、自分のプレゼントと交換する。帰宅した少年は母親に叱られ、仕方なく少女
① に電話し、プレゼントをもとに戻したいと告げる。少女は、少年が好意でプレゼ
ントを替えてくれたことを知り、 2人はめでたく結ぼれた。
そして、それ (2)、それら、が、だから、であるため、なぜなら
A 課 水不足で、近所のプールが閉鎖され、父親にも水泳は禁止される。少年は友だちと
さ 題 銭湯に泳ぎに行くが、父親に止められる。父親は少年たちに少し待つように伝え
ん ② た。父親はこっそりピ、ニーノレプールを用意しており、少年たちはとても満足した。
一時間前、から (2)、30分ぐらい、 30分後、それから、でも、突然、
諜 残り物のレシヒ。を知った母は、夕飯の残り物でレシピを試したかったが、何も残
題a らなかった。娘が、子どもたちの嫌し、なものを作ったら残るだろうとアドバイス
③ し、母は娘の助言通りにしたところ、残り物がたくさん出てレシピを試すことが
できた。
そこ、その、そのご、その夜、それから、次の夜、のち
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課 靴とキャンディーを交換し帰宅すると、母親に叱られた。もとのプレゼントに戻
題 そうと思ったが、友人はキャンディーをすでに食べてしまっていた。二人でキヤ
① ンディーを買いにお宿に行ったところを母親に見つかり、 IJ七られた。
そのあと(台本形式の作文だ、ったため、接続詞や指示認が出てこなかった)
課 水不足で、プーノレが使えないため、銭湯へ行ったが風呂屋の主人に止められた。お
J3 題E 菓子をたくさん買って銭湯に持って行ったが、再び|新られた。帰宅すると、母が
さ ② 銭湯に連れて行ってくれた。銭湯で、は遊べなかったが嬉しかった。
ん I~t: 日、そのあと (2) 、それから (3) 、でも (2) 、ミj いちど
課 残り物のレシピを知り、母親は近所から残り物をもらって罵る。まだ足りないた
題 め、レストランにもお願いし、大変だ、った。残り物を使うのはもうやめようと思
③ った。
明日、そのあと、それから、もう一回
課 10年前クリスマスプレゼントiこキャンディーをもらったが、嬉しくなかった。友
題 だちが靴をもらったが気に入らないことを知り、交換し 家に帰って箱をあけ
① ると、女の子の靴で履けなかった。母に話すと叱られ、プレゼントを交換しなお
した。大人になり、サンタはいないと知り、両親からのプレゼントだと知った。
草月には、あとで (2)、おりから、今、今日、十年前に、そして、でも
C 課 水不足で;7
0ーノレが閉まっていたので、友人を集めて、弁当や水着を準備し、銭湯
さ 題 へ泳ぎに行こうとしたが、父に止められた。家でお弁当を食べシャワーを浴びる
ん ② ことになりとても悲しかった。
から、今年、さっきの、そして、そのあと、でも、ので
諜 知人の家で料理番組を見、残り物のレシピをメモして帰宅した。夕飯の残り物で
題 造ろうと思ったが、残り物は何もなかった。次の!ヨも!司じように残り物でレシピ
③ を試そうと思ったが、イ可も残らなかった。家族は私の料理が好きなのだ。
あとで、今、おととい、きのう、すぐ、その (3)、そのあと (2)、それから、だ
から (2)、ですが、ので (2)、もー度
課 プレゼントを交換したが、母:に叱られたため、交換しなおしたが、キャンディは
j琶 すでに食べられてしまっていて、なくなっていた。母は、どんなものでもプレゼ
① ントには感謝すべきだと教えた。翌年のクリスマス、再びキャンディをもらった
が、今度は感謝した。母は誇りに患い、 ドレスを貿ってあげた。
あとで、 l年ご、から、そして、でも (2)
課 フ。ーノレに水がないため、子どもたちは家から水を運んできた。少年は手伝わなか
D 題 った。にわか雨が降り、プールの水がいっぱいになったが、手伝わなかった少年
さ ② は、プーノレに入れてもらえなかった。
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ん 1時間あと、から、午後の 1時から 3時まで、そのあと、そのこと、だから、で
も (3)
課 母親は残り物のレシピを試すために、息子にご飯を全部食べないように ¥足
題 りない分はコンピニで買った。翌ヨの朝ご飯も、たくさん食べさせてもらえず、
③ 学校でもう一度靭ご飯を食べた。夕食の残り物の料理は匂いがし、食べた息子は
おj援を壊し、病院へ行った。
朝、から、昨自の、その、その夜 (2)、つぎの日、もう一回 (2)、夜
話の流れを説明するために接続詞や指示詞の使用が頻繁に見られた。上記のように、「からJrので」
「だからJrであるためJ1なぜならj といった理由やIZC]果関係を説明する語棄や「でもJrですがj
のような逆説の表現が使われている。例えば、「プールの中に水がありませんから、みなさんはうち
に婦って、水をプーノレにもって行きます。J1だから、せきざきさんプールへ行きます。でも、プール
の中に水は足らないでいます。J(Dさん課題②)といったように、 4コマ漫画のストーリーの展開を
記述する際に使用されている。また「きのう、私はその料理を作ってみたかったですが、できません
でした。[...]今、私はよく分かりました。私のかぞくは私の料理が大好きです。だから、いつも残り
物はありません。J(Cさん課題③)というように、落ちを説明するためにも使用されている。 4コマ
漫画がすでに規定しているストーリーを説明するために、これらの語棄が引き出されたと考えられる。
全くの白紙から自由作文を書くと、複雑な話の展開を考えるのは難しいが、漫画の力を借りることで、
説明すべき要素が生じ、複雑な文章を書く機会となっていたと考えられる。
また、作文の内容によって多様な時系列の表現が使われていた。 fそしてJ1それからJ1そのごJ
fそのあとJ1あとで」といった表現に加え、「一時間前J130分後j といった時間単位の表現や、「昨
日J1今日J1明日」といった一日ごとの表現、 f十年前J1 1年後」といった年単位の表現など様々な
語葉が使用された。他にも、「今Jiその夜J1次の夜J1朝」といった表現や、「すぐJi突然Jといっ
た詩集、さらに fもう一回Jなど反復を示す表現が見られた。日記であれば、特定の 1日の出来事で
完結してしまうが、 4コマ漫画は、内容によって、時間単位で、追ってし 1く話や、日を跨ぐもの、さら
に長い年月を通して完結する話など、多様な時間軸が設定できる。
これらの接続詞、指示詞、時系列を表現する語棄を用いることは、単に単文の羅列ではなく、構造
化されたまとまった文章を書く初歩段階として位置づけられるのではないだろうか。同じ語棄を何度
も使用していたり、時に不適切な使用もみられるが、複数の文章を結びつけ、全体を通してまとまり
のある作文に仕上がる傾向が確認できる。初級者の課題に多い自己紹介や日記での複雑な文章が現れ
にくさや、また、全くの白紙から複雑な話を組み立てることの負担を考えると、初級者でも複雑でま
とまりのある作文が可能になった背景には、 4コマ漫画の効果があると考えられる。
7.おわりに
4コマ漫画を活用した課題は、まだまだ改善すべき点はあるが、初級者であっても、ある程度のま
とまった構造的な作文を書く機会となる可能性がある。あらかじめ設定された漫画のストーリーを題
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材とすることで、漫画に合わせた少し複雑な、落ちのある話を説明する表現を学習者に課す機会とな
る。単文の羅列にとどまりがちな初級者の作文を、作文全体のまとまりや、文と文のつながりを意識
したものへと接続していく一つのステップと言えるだろう。
作文の添削の仕方についても、まだ検討が必要ーである。添削する際には、自然な日本語の表現へと
どの程度修正を促すべきか、学習者の意欲をi与IJがないように配慮しながら、し 1かに効果的なフィード
バックへと繋げ、学習者にとってのメリット増やせるのか、今後の課題で、ある。今回は、ょいところ
も指摘することで、一生懸命書いてきた努力を評価できるよう考慮したが、作文を書くことが楽しく
なるような工夫を他にも考えてみたい。
添削して返却したあとに、全員にフィードバックしたい間違いをプリントで配布し皆で正解を考え
る取り組みを入れてみたところ、学習者向士が、お互いの作文を読んだりしながら、楽しそうに会話
する姿も見られた。作文の内容について自分の作文の添削だけを見るのではなく、ピアでの活動を入
れでもよし 1かもしれない。
今回は4人という少ない人数で、行った課題ではあるが、一番書くことに負担を感じていた学習者で
も、文字数が伸び、課題の所要時間や辞書の使用回数が減ったことから、学習者の負担を軽くしなが
ら、楽しく書く機会を増やしていく一例として期待を感じられる。漫画を使用することで、全くの白
紙からの自由作文よりも、負担を軽くし、かつ、複雑な文章へと導かれる特徴を考慮すると、サザエ
さんの 4コマの漫画に限らず、より複雑な内容や、コマ数の長い題材を選ぶことで、学習者のレベル
や到達目標に合わせた、作文教材の作成が期待できる。
なお、課題で、使用したサザエさんの 4コマ漫画は、長谷川I了子美術館の承諾をいただき、本論に掲
載させていただいた。研究へのご理解をいただき感謝している。
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